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旧
郡
部

自
治
協
連
絡
会

開
催

１１

月
２
日
（
金
）
午
後
、
合
併
前
の
阿
山
郡

10

内
に
あ
る
住
民
自
治
協
議
会
の
会

長
が
、
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー

へ
一
同
に
会
し
、
実
情
の
交
流
と

相
互
の
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

各戸配付の意見用紙には

様々な不安や意見を書いて

11月30日までに提出を
お願いします！

会
議
に
入
る
前
に
は
、
月
初

め
市
内
全
戸
に
配
布
さ
れ
た

「
支
所
の
必
要
性
や
今
後
の

地
域
施
策
に
つ
い
て
」
の
件

に
つ
い
て
、
市
総
務
課
に
説

明
に
来
て
も
ら
い
ま
し
た
。

話
し
合
っ
た
内
容
は
、
次

に
挙
げ
ま
し
た
が
、
将
来

の
地
域
存
続
へ
の
不
安
が

各
地
域
か
ら
出
さ
れ
、
今

後
も
横
の
連
携
を
深
め
て

い
く
確
認
を
し
ま
し
た
。

❶
支
所
廃
止
？
あ
り
方
？
問
題

❷
防
災
行
政
無
線
の
将
来

❸
市
民
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理

❹
包
括
交
付
金
減
額
の
影
響

❺
郡
部
自
治
協
議
会
の
連
携

❻
そ
の
他
各
自
治
協
の
課
題

参加自治協

柘 植
西柘植
壬生野
島ヶ原
河 合
鞆 田
玉 滝
丸 柱

山 田
布 引
阿 波

コ
ロ
ナ
禍
で
の

防
災
訓
練

防
災
委
員
会

月
４
日
（
日
）
午
前

10

合
同
防
災
訓
練
を
開
催

最
寄
り
の
避
難
所
で
安
否
確
認
訓
練
（
野
村
区
）

訓
練
当
日
は
組
・
班
単
位
で
の
「
安
否
確

認
」
を
行
い
、
事
前
訓
練
の
形
で
各
世
帯
毎

に
避
難
先
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
も
ら
っ
た

「
避
難
先
ア
ン
ケ
ー
ト
」（
結
果
は
２
㌻
参
照
）

を
提
出
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

そ
の
日
の
た
め
の
、

教
訓
に
し
て

い
き
ま
し
ょ
う

みなさま、

ご苦労様でした。

発

行

柘
植
地
域
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
事
務
局

柘
植
地
域

三
重
県
伊
賀
市
柘
植
町
一
〇
六
四
七
番
地

（
柘
植
地
区
市
民
セ
ン
タ
ー
内
）

〒

五
一
九-

一
四
〇
二

電
話

四
五-

八
八
八
〇

Ｆ
Ａ
Ｘ

四
五-

八
八
八
三

発
行
日

二
〇
二
〇
（
令
和
二
）
年
十
一
月
一
日
（
日
）

柘
植
地
域
俳
句
コ
ー
ナ
ー

雪
の
原

峠
く
だ
れ
ば

杣
は
雨

中
村
成
子
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市の説明サイ
トにつながり
ます。
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ウ
ィ
ル
ス
等
の
流
行
下
で
大
規
模
災
害
が
発

生
し
た
際
で
も
、
柘
植
地
域
と
し
て
ま
と
ま

っ
て
行
動
で
き
る
よ
う
、
今
後
に
つ
な
が
る

訓
練
と
し
て
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

提
出
い
た
だ
い
た
用
紙
に
記
載
の
人
数

の
う
ち
、
４
９
４
人
分
は
避
難
先
が
回

答
欄
に
未
記
入
で
あ
っ
た
た
め
、
合
計

の
数
字
が
合
っ
て
い
ま
せ
ん
。

そ
の
他
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

等
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
次
回
、

防
災
委
員
会
な
ど
で
報
告
さ
せ

て
頂
き
ま
す
。

アンケーﾄへの

協力ありがとう

ございました。

分散避難先（事前アンケート）結果
避難者数2,979人

合 計 ％

１指定避難所 528 21.2
避２区集議所・ｺﾐｾﾝ等 289 11.6
３車両避難所 105 4.2

難４自宅（離れ・農舎等含む） 1,417 57.0
５親戚・知人宅等 89 3.5

先６ホテル・旅館等 30 1.2
７その他 27 1.0
合 計 2,485 83.4

防
災
グ
ッ
ズ
の
確
保
、
安
否
確
認
方
法
、
避
難
経

路
の
確
認
な
ど
に
加
え
、
状
況
に
応
じ
た
避
難
先

（
分
散
避
難
先
）
に
つ
い
て
も
事
前
に
考
え
て
お

き
ま
し
ょ
う
。

画像は、Ⓒ２０２０家庭の防災の

ホームページから転載

https://katei-bousai.com/

昨
年
の
朝
古
川
浄
水
場
見
学
に
続
い
て
・
・
・

下
水
処
理
施
設

に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
！

生
活
環
境
部
会

月
８
日
（
木
）
午
後
、
上
村

１０
地
内
に
あ
る
柘
植
浄
化
セ
ン
タ
ー

（
平
成
９
年

月
供
用
開
始
）

10

を
見
学
し
ま
し
た
。

参
加
し
た

名
は
、

１４

伊
賀
市
下
水
道
課
の
方

の
詳
し
い
説
明
を
熱
心
に
聞
き
入

り
ま
し
た
。

柘
植
浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、

オ
キ
シ
デ
ー
シ
ョ
ン
デ
ィ
ッ

チ
法
と
い
う
微
生
物
に
汚
濁

物
資
を
分
解
さ
せ
、
き
れ
い

な
水
に
変
え
る
と
い
う
処
理

方
式
を
用
い
て
い
ま
す
。

そ
の
方
式
の
流
れ
に
基
づ
き

流

入
ポ

ン
プ

井
や
薬
品

設
備

室
、
脱
水
機
室
、
監
視
室
な
ど

を
見
学
。
こ
れ
ら
の
施
設
が
快

適
な
生
活
を
支
え
る
私
た
ち
の

財
産
で
あ
る
こ
と
を
改
め
て
認

識
し
ま
し
た
。

こ
の
見
学
研
修
を
通
し
て
、

一
人
ひ
と
り
が
工
夫
し
て
、
水

を
汚
さ
な
い
よ
う
、
そ
し
て
水
環
境
を
守
る

よ
う
心
掛
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
地
域
全
体

で
共
有
し
て
い
き
た
い
思
い
ま
す
。
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10月20日(火)午前、昨年の130
周年事業を引き継いだ産業交流
部会が主催し、説明パネルの取
付と式典を実施しました。

祝

柘
植
駅
１
３
０
周
年

ココ

サ
ル
追
い
払
い
活
動
の

組
織
化
進
む
！

産
業
交
流
部
会

月

日
（
月
）
午

１０

１９

前
、
市
農
林
振
興
課

や
県
農
業
研
究
所
他

の
み
な
さ
ん
に
お
越

し
い
た
だ
き
、
サ
ル

追
い
払
い
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
ア
ド
バ

イ
ス
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

今
後
は
、
さ
る
ド
コ
ネ
ッ

ト
や
ラ
イ
ン
を
使
っ
た
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
、
ま
た
サ

ル
に
装
着
し
て
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

電
波
を
受
信
練
習
す
る
な
ど

を
目
標
に
活
動
し
て
い
く
予
定
で
す
。

次
回
は

月
８
日
（
月
）
午
前

１２

に
市
民
セ
ン
タ
ー
で
開
催
し
ま

す
。
関
心
の
あ
る
方
は
、
事
務
局

等
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

今
回
も
倉
部
の
薬
師
寺
様
に

は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Power of Joy 柘植中学校体育祭
第２回運営委員会

10月16日（金）夜、今年
度上半期のふりかえりと
今後の予算補正や取り組
みについて議論、承認さ
れました。

また、市の支所廃止案に
ついても議題に挙げ、現
状把握をしました。

１０月１６日（金）午前、好天の下、柘植中学校で体育祭が開催さ
れました。コロナ禍により縮小された半日のプログラムでしたが、
全校縦割種目、学年対抗種目等、準備から本番まで一生懸命に
取り組んでいました。保護者からの声援も校庭に響いていました。
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同じ伊賀市民として、
防災について考え合いました。

10月７日（火）午前、依那古地区住民

自治協議会から18名が

視察にお越しになりま

した。防災面での地域

活動を学び合いました。

研
修
後
は
、
杜
の
カ
フ
ェ

い
こ
い
こ
で
昼
食
を
と
り

な
が
ら
交
流
し
ま
し
た
。

中学生の私たち

にもできること

を探して…

【
お
知
ら
せ
】

市
民
セ
ン
タ
ー
長
の
交
代
に
つ
い
て

こ
の
た
び
会
計
年
度
任
用
職
員
（
市
民

セ
ン
タ
ー
長
）
の
西
田
方
計
は

月

日

10

３１

を
も
っ
て
退
職
。
後
任
に

月
１
日
付
け

11

で
清
水
則
雄
が
市
民
セ
ン
タ
ー
長
に
着
任

い
た
し
ま
し
た
。
（
任
期
は
３
月
末
ま
で
）

今
後
と
も
市
民
セ
ン
タ
ー
の
ご
利
用
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

な
お
、
セ
ン
タ
ー
職
員
（
２
名
）
は
、

今
年
度
よ
り
「
ま
ち
協
推
薦
制
」
で
は
な

く
公
募
制
（
試
験
に
よ
る
採
用
）
に
な
っ

て
い
ま
す
。
来
年
度
募
集
に
つ
い
て
は
近

々
公
表
さ
れ
ま
す
こ
と
を
申
し
添
え
ま
す
。

★
☆
★

事
務
局
だ
よ
り

☆
★
☆

▼
右
記
の
お
知
ら
せ
に
も
あ
る
よ
う
に
、
セ
ン
タ
ー

長
を
辞
す
こ
と
と
な
り
、
私
（
西
田
）
は
純
粋
に
ま

ち
協
事
務
局
長
と
な
り
ま
し
た
。
▼
市
の
掲
げ
る
住

民
自
治
の
あ
り
方
に
お
い
て
は
、
セ
ン
タ
ー
運
営
と

ま
ち
協
活
動
は
分
け
て
考
え
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
今
後
、
そ
の
良
し
悪
し
も
判
断
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
▼
私
を
職
名
で
お
呼
び
の
際
は
「
（
事
務
）
局

長
」
で
。
こ
れ
か
ら
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

差別をなくすために！
自作アンケートを地域
等に依頼し集計しますよ

ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
！
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令
和
２
年
度

「
し
ぐ
れ
忌
」
の
ご
案
内

山
出
区
で
は
、
芭
蕉
さ
ん
の
遺
徳
を
偲
び
、

毎
年
十
一
月
十
二
日
に
「
し
ぐ
れ
忌
」
を
開
催
し
、
そ
の
偉
業
を

顕
彰
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、
ご
来
場
の
皆
さ
ん
に
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
、
開
催
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

開
催
日
時

令
和
二
年
十
一
月
十
二
日
（
木
）
午
前
九
時
半
～

会
場

萬
壽
寺
（
伊
賀
市
柘
植
町
山
出
）

※
駐
車
場
あ
り

開
式
の
こ
と
ば
、
顕
彰
の
こ
と
ば
、
法
要
、
墓
参
、
献
花

と
続
き
ま
す
。（
公
益
財
団
法
人
芭
蕉
翁
顕
彰
会
主
催
）

午
前
十
時
二
十
分
か
ら
は
、
山
出
区
し
ぐ
れ
忌
協
賛
事
業

実
行
委
員
会
主
催
に
よ
る
記
念
講
演
を
開
催
し
ま
す
。

演
題
『
芭
蕉
涅
槃
図
の
世
界
』

講
師

山
﨑
和
真
さ
ん

（
奥
の
細
道
む
す
び
の
地
記
念
館
学
芸
員
）

※
閉
会
は
午
前
十
一
時
三
十
分
の
予
定
で
す
。

本
堂
桃
青
殿
で
は
、
「
芭
蕉
翁
献
詠
俳
句
」
の
特
選
句
の
掲
示
、

境
内
で
は
、
山
出
区
有
志
に
よ
る
「
菊
花
・
寄
せ
植
え
」
の
展
示

を
行
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
防
止
の
為
、
本
堂
内
へ
の
入
場
制
限
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
俳
句
募
集
も
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
皆
様

の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

山
出
区
し
ぐ
れ
忌
協
賛
事
業
実
行
委
員
会

記念講演


